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る Trail Marking Test（以下、TMT）との関係を調べ、二重課題実施時の脳血流反応が前
頭前野機能評価として有用であるかを明らかにすることを目的とした。  
【方法】 
若年健常成人 24 名（27.6±6.2 歳、男性 14 名、女性 10 名）、地域在住高齢者 62 名（75.7
±7.0 歳、男性 15 名、女性 47 名：MMSE 得点 28.4±1.8 点）を対象とした。条件は単一課
題条件（計算課題、足踏み課題）、二重課題条件（計算しながらの足踏み課題）の 3 条件と
し、対象者に 3 条件をランダムに 3 セット行わせ、前頭前野領域の脳血流反応を日立メデ
ィコ社製 光トポグラフィ装置 ETG-7100 にて測定した。各条件は 30 秒間行わせ、条件間に
は 30 秒の休憩課題を行わせた。また、高齢者には認知機能検査として MMSE と TMT-A、TMT-B
を行った。測定指標は、二重課題能力として二重課題実施時の計算正答率と足踏み回数、
脳活動指標として各条件時の平均 oxy-Hb 値から安静時の平均 oxy-Hb 値を引いたΔoxy-Hb
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